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Day 7  July 31(Tue.) 
 

 天気予報通り、今日は冷たい雨が降り続いた一日で

した。最高気温は１０℃。朝からほとんど気温が上が

りませんでした。 

 今日は Year 9 Assembly(９年生の学年集会)から１
日が始まりました。そこで、本校の生徒は校歌を披露。

緊張の様子も見られましたが、大きな声で一生懸命歌

い、大きな拍手が起こりました。集会では、アッシュ

バートンの生徒に向けて、服装やアクセサリーの規定

について注意がありました。日本の多くの人が、外国では学生も服装が自由なイメージがあ

りますが、アッシュバートンカレッジの服装規定はかなり細かいものです。 

 １時間目の授業の後は、スクールバスで Tinwald Primary School(小学校)を訪問しまし
た。この小学校は全校生徒が３００名ほどの学校です。校長先生も日本で２年間、英語を教

えていたこともあり、日本語と英語で歓迎の言葉をいただきました。小学校の生徒たちがニ

ュージーランド国歌を披露してくれ、それに続いて本校の生徒たちも校歌を披露しました。

モーニングティーを小学生たちと会話をしながら過ごした後、５つのグループに分かれて、

教室を訪問し、日本の文化を紹介しました。本校の生徒たちは、小学生たちがとても興味深

く説明に耳を傾け、積極的に質問に答えたり、クイズなどに参加したりする様子に感動して

いた様子です。今年紹介した内容は以下の通りです。 
 

 
寿司の紹介          福笑い           おはじき 
 

 
書道             浴衣                  歌の交換 

 

 いったんアッシュバートンカレッジに戻った後、午後は Rosebankという、老人ホームを
訪問しました。こちらの訪問は今年で３年目ですが、今年の訪問も心待ちにしてくれていた

ようです。今日３回目の校歌を披露し、「マルモリ体操」を皆で踊った後、書道と浴衣を披

露しました。その後は、一人一人がお年寄りの方々と会話や折り紙を楽しみました。会話を

楽しんだ後は、「カントリーロード」を皆で合唱しました。本校の生徒たちは「カントリー

ロード」を日本語と英語で歌い、お年寄りの方々や、職員の方々まで一緒に歌ってくれまし
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た。お別れに「蛍の光」(Auld Lang Syne)を、生徒たちは日本語で、ホームの方々は英語
で合唱しました。皆手に手を取っての合唱に、一同とても感動していた様子でした。 

 ここまで、ホストファミリーを始め、アッシュバートンカレッジの多くの職員・生徒たち

にとてもよくしていただき、与えられるばかりであった生徒たちが、こちらの小学生やお年

寄りの方々のために、一生懸命歌ったり、日本の文化を説明したりして、少なからずも感動

を与えることができ、とても充実した１日だったと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 


